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（Greene et al.,  2001, 2008）。この理論では，（a）義務論判断は直観反応に基づき（システム 1），功利主義判断
は熟考（システム 2）に基づき，（b）直観が熟考よりも先行すると仮定する。功利主義判断は，道徳的直観とそ
れに反する思考との心理的葛藤を克服する必要があるため，義務論判断は功利主義を先行すると考えられてい
る（Greene, Nystrom, Engell, Darley, & Cohen, 2004）。これまでの研究で，ポジティヴ感情の喚起（Valdesolo & 











測定を用いた。実験プロセスは，国際感情写真システム（international affect picture system, IAPS: Lang, Bradley, & 
Cuthbert, 2005）課題と道徳ジレンマ課題から構成される。IAPS 課題は，特定の感情価の増加を促す大規模なカ
ラー写真のセットを用いた，感情操作のための課題である。IAPS 課題では，ポジティヴ感情，ネガティヴ感情
を中立的な感情を想起させる画像を使用した。それぞれの群において，画像を 30 枚 1 枚 5 秒間提示した後，別
の画像を提示し，全 30 枚の画像を提示した。すべての画像を提示した後，感情状態を評価するために，自己
査定マネキン（ Sel f -Assessment  Manikin ;  Bradley  & Lang,  1994）への回答を求め，感情状態を
生理的に測定するために，唾液アミラーゼの採取・測定を行った。さらに，覚醒度について，課題中の脈拍数
と瞬目回数から測定するため，脈拍計と眼球運動計測器 tobii を用いた。唾液アミラーゼの測定と自己査定マ












とした被験者内計画の分析を行った結果， 唾液アミラーゼの主効果が有意であり（F( 1, 33)= 5.648, p < .05 )，判
断傾向と唾液アミラーゼ間に有意な交互作用がみられた（F(1, 33)= 4.620, p < .05）。単純主効果の検定では，義
務論判断傾向における唾液アミラーゼが有意であった（F(1, 33)= 4.950, p < .05）。義務論判断傾向において，実
験後の唾液アミラーゼ量の方が，実験後のものよりも有意に大きかった。義務論判断を多くとる人は，功利主
義判断を多く取る人よりも，道徳ジレンマ課題後に高く否定的感情を感じることが見出された。 
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